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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】令和2年12月3日(2020.12.3)

【公表番号】特表2019-535516(P2019-535516A)
【公表日】令和1年12月12日(2019.12.12)
【年通号数】公開・登録公報2019-050
【出願番号】特願2019-547203(P2019-547203)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  53/60     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/62     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/72     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/78     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/76     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/56     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/52     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/50     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/82     (2006.01)
   Ｆ０２Ｃ   6/10     (2006.01)
   Ｆ０２Ｃ   7/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ   53/60     ＺＡＢ　
   Ｂ０１Ｄ   53/62     １００　
   Ｂ０１Ｄ   53/72     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   53/78     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   53/76     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   53/56     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   53/52     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   53/50     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   53/82     　　　　
   Ｆ０２Ｃ    6/10     　　　　
   Ｆ０２Ｃ    7/08     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】令和2年10月22日(2020.10.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　処理流における１つ以上の種を酸化するためのシステムであって、
　前記１つ以上の種を含む処理流を通すように構成された処理流ラインと、
　前記処理流を受け取るように構成された酸化反応部と、
　前記酸化反応部に水を通すように構成された水投入ラインと、
　前記処理流ライン、前記水ライン、および前記酸化反応部のうちの１つ以上に、促進酸
化剤を通すように構成された促進酸化剤ラインと、
　前記酸化反応部から水を除去するように構成された水排出ラインと、
　前記酸化反応部から生成物を除去するように構成された生成物ラインと、
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　前記生成物ラインに配置され、前記生成物ラインにおける前記１つ以上の種の濃度を測
定するように構成された分析器と
を含む、システム。
【請求項２】
　前記処理ラインにおける１つ以上の種が、酸性ガス、一酸化炭素、および炭化水素のう
ちの１つ以上を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記処理ラインにおける１つ以上の種が、ＮＯｘ、ＳＯｘ、ＣＯ、炭化水素、Ｈ２、Ｃ
ＯＳ、およびＨ２Ｓのうちの１つ以上を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記酸化反応部が、一体化した（ｐａｃｋｅｄ）洗浄カラムまたは水分離器である、請
求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記酸化反応部が、前記水および前記処理流を、対向する構成で受け取るように構成さ
れている、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記促進酸化剤が、ｉｎ　ｓｉｔｕで活性酸素種を提供することに適している、Ｏ２以
外の物質を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記促進酸化剤が、ヒドロキシルラジカルまたはペルヒドロキシルラジカルのｉｎ　ｓ
ｉｔｕでの形成に適している物質を含む、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記促進酸化剤が、標準水素電極（ＮＨＥ）に対して０．９６Ｖ超の還元電位を有する
物質を含む、請求項６に記載のシステム。
【請求項９】
　前記促進酸化剤が、過酸化物、スーパーオキシド、オゾン、ハロ‐酸化物、およびそれ
らの組み合わせからなる群から選択される、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記促進酸化剤が、式ＸｚＯｙ（式中ＸがＣｌ、Ｂｒ、またはＩであり、
　ＸがＣｌである場合、ｚが１であり、ｙが１、２、３、または４であり、
　ＸがＢｒである場合、ｚが１であり、ｙが１、２、３、または４であり、
　ＸがＩである場合、ｚが１であり、ｙが３である）
を有するハロ‐酸化物化合物である、請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記酸化反応部より上流にフィルター部を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記分析器と作動する配置で、前記促進酸化剤ラインを介した前記促進酸化剤の通過を
制御するように構成された制御器をさらに含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１３】
　電力生産のためのシステムであって、
　炭化水素燃料、酸化剤、および圧縮したＣＯ２を含む流れを受け取るように構成されて
おり、燃焼処理流を排出するように構成された燃焼器と、
　前記燃焼処理流を膨張させて発電し、タービン排気処理流を排出するように構成された
タービンと、
　前記タービン排気処理流を冷却し、冷却した処理流を排出するように構成された熱交換
器と、
　リサイクル流を受け取るように構成された圧縮機と
を含み、
　前記電力生産のためのシステムは、請求項１に記載の処理流における１つ以上の種を酸
化するためのシステムと組み合わせられており、前記システムの前記酸化反応部が、前記
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熱交換器より下流にあり、かつ前記圧縮器より上流に配置されるように組み合わせられて
いる、
システム。
【請求項１４】
　処理流における１つ以上の種を酸化するための方法であって、前記方法が、
　前記１つ以上の種を含む処理流を準備するステップと、
　前記１つ以上の種を含む処理流を、酸化反応部に通すことにより、前記１つ以上の種を
含む処理流を、水流と混合するステップと、
　前記酸化反応部の中および前記酸化反応部より上流のうちの１つまたは両方で、前記１
つ以上の種を含む前記処理流を前記促進酸化剤と接触させるステップと、
　前記酸化反応部から水を回収するステップと、
　前記酸化反応部から生成物流を回収するステップと、
　前記生成物流における１つ以上の種の濃度を測定するために、前記リサイクル流を分析
するステップと
を含み、
　前記１つ以上の種のうちの少なくとも一部を、前記促進酸化剤により酸化する、
方法。
【請求項１５】
　前記処理ラインにおける１つ以上の種が、酸性ガス、一酸化炭素、および炭化水素のう
ちの１つ以上を含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記処理ラインにおける前記１つ以上の種が、ＮＯｘ、ＳＯｘ、ＣＯ、炭化水素、Ｈ２

、ＣＯＳ、およびＨ２Ｓのうちの１つ以上を含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記酸化反応部が、一体化した洗浄カラムまたは水分離器である、請求項１４に記載の
方法。
【請求項１８】
　前記酸化反応部が、前記水および前記処理流を、対向する構成で受け取るように構成さ
れている、請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　前記促進酸化剤が、ｉｎ　ｓｉｔｕで活性酸素種を提供するのに適したＯ２以外の物質
を含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項２０】
　前記促進酸化剤が、ヒドロキシルラジカルまたはペルヒドロキシルラジカルのｉｎ　ｓ
ｉｔｕでの形成に適した物質を含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記促進酸化剤が、標準水素電極（ＮＨＥ）に対して０．９６Ｖ超の還元電位を有する
物質を含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記促進酸化剤が、過酸化物、スーパーオキシド、オゾン、ハロ‐酸化物、およびそれ
らの組み合わせからなる群から選択される、請求項１４に記載の方法。
【請求項２３】
　前記促進酸化剤が、式ＸｚＯｙ（式中ＸがＣｌ、Ｂｒ、またはＩであり、
　ＸがＣｌである場合、ｚが１であり、ｙが１、２、３、または４であり、
　ＸがＢｒである場合、ｚが１であり、ｙが１、２、３、または４であり、
　ＸがＩである場合、ｚが１であり、ｙが３である）
を有するハロ‐酸化物化合物である、
請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記酸化反応部から回収した水の少なくとも一部を水供給源にリサイクルするステップ
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を含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項２５】
　前記生成物流で測定した１つ以上の種の濃度に基づき、前記処理流と接触する前記促進
酸化剤の濃度を調節するステップを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項２６】
　電力生産のための方法であって、前記方法が、
　圧縮したＣＯ２の存在下で、燃料を酸化剤で燃焼して、１つ以上の種を含む燃焼処理流
を形成するステップと、
　前記燃焼処理流をタービンで膨張させて発電し、タービン排気処理流を排出するステッ
プと、
　前記タービン排気処理流を復熱式熱交換器で冷却して冷却した処理流を提供するステッ
プと
を含み、
　前記電力生産のための方法は、請求項１４に記載の処理流における１つ以上の種を酸化
するための方法と組み合わせられ、請求項１４に記載の方法における前記酸化反応部に通
された前記１つ以上の種を含む前記処理流が、前記復熱式熱交換器から提供される前記冷
却された処理流を含むように、組み合わせられる、
方法。
【請求項２７】
　前記タービン排気流および前記復熱式熱交換器からの前記冷却した処理流のうちの１つ
または両方をろ過して、微粒子、水銀、バナジウム、およびヒ素のうちの１つ以上を前記
冷却した処理流のうちの１つまたは両方から除去するステップをさらに含む、請求項２６
に記載の方法。
【請求項２８】
　ＣＯ２を含む流れを、前記燃焼器への投入に適した圧力に圧縮するステップを含む、請
求項２６に記載の方法。
【請求項２９】
　前記圧縮したＣＯ２を含む流れを前記復熱式熱交換器に通すことにより、前記圧縮した
ＣＯ２を含む流れを、前記タービン排気流と接触させて加熱するステップを含む、請求項
２８に記載の方法。
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